
 

授業科目 精神看護学 講師名 看護専任教員 他 

開講時期 １年次後期～３年次後期 単位数 ６単位 １９５時間 

 

【目 的】 

  看護の対象である人間のこころの働きとその成長、及びこころの健康問題について理解す

る。また、対象との対人関係をもとに、こころの健康の保持・増進及び回復をめざす看護を実

践するために必要な基礎的能力を養う。 

 

 

 

【構 成】 

   精神看護学          ６単位  １９５時間 

 

精神看護学概論         １単位   ３０時間 

 

精神の疾病･障害        １単位   １５時間 

 

精神看護学方法論Ⅰ       １単位    ３０時間 

 

精神看護学方法論Ⅱ         １単位    ３０時間 

 

   精神看護学実習         ２単位    ９０時間 

 

   



 

授業科目 精神看護学概論 講師名 吉野美紀子 所属 看護専門学校 

開講時期 １年次後期 単位数 １単位 時間数 ３０時間 必修科目 

 

【学習目的】 

精神看護学の概要を学ぶ。精神看護の基本的な概念・理論、歴史的変遷・法律・施策を学び、こ

ころの健康および精神の疾病・障害がある人への総合的な理解を深める。 

 

【学習目標】 

１． 精神看護学の概要が理解できる 

２． 精神看護の目的が理解できる 

３． こころの健康の維持・増進、回復への看護が理解できる 

４． 精神保健・医療・福祉・看護の歴史と現状・課題が理解できる（処遇・人権問題を含む） 

５． 精神看護の対象が理解できる 

６． 精神看護の特徴が理解できる 

７． 患者－看護師（看護学生）関係の形成・発展の重要性が理解できる 

８． 自己洞察の重要性が理解できる 

 

【学習内容】 

１．精神看護の考え方 

２．精神保健・医療・福祉・看護の歴史と法制度（処遇・人権問題を含む） 

３．こころの健康 

１）こころの健康とは  ２）１次予防・２次予防・３次予防 

３）ライフステージのこころの健康と危機    ４）災害とこころの健康と危機 

５）精神保健医療福祉活動、精神科医療チームと看護 

４．看護の対象の理解 

１）ストレス－脆弱性－対処モデル  ２）生物－心理－社会モデル 

３）生物学的（医学）モデル  ４）成長発達モデル  ５）危機モデル 

６）社会学モデル  ７）精神力動  ８）集団力動  ９）家族支援 

５．精神看護の特徴、患者－看護師関係の発展 

１）患者－看護師関係  ２）セルフケア理論  ３）生きる力と強さに着目した援助 

６．精神の疾病・障害がある人（当事者）を理解する  

 

【使用テキスト】 

吉浜文洋・末安民生編『学生のための精神看護学』医学書院 2010.6 

田中美恵子編著『精神看護学－学生‐患者のストーリーで綴る実習展開』医歯薬出版株式会社 

『国民衛生の動向』 他 

 

【評価方法】 

終講試験（筆記試験）、提出物、前・中間・終講レポート、出席・授業態度 

備考 

 

 

 

 

 



 

 

授業科目 精神の疾病・障害 講師名 医師 所属 杏林大学病院 

開講時期 ２年次前期 単位数 １単位 時間数 １５時間 必修科目 

 

【学習目的】 

精神の疾病・障害に関する基礎的な知識を学びましょう。 

具体的には、それぞれの疾病・障害の概念を理解し、その特徴、診断基準、治療方法などについ

ての正確な知識を習得しましょう。 

精神に対する苦手意識や偏見を減らし、ノーマライゼーションの考え方を理解しましょう。 

 

【学習内容】 

１． 総論・精神医療の歴史 

２． 治療学 

３． 症状性を含む器質性精神病 

４． 精神作用物質使用による精神・行動の障害 

５． 統合失調症、統合失調症型障害、妄想性障害 

６． 気分（感情）障害 

７． 神経症性障害、ストレス関連障害、身体表現性障害 

８． 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 

９． 成人の人格・行動の障害 

１０． 精神遅滞 

１１． 心理的発達の障害 

１２． 小児期及び青年期に通常発症する行動および情緒の障害 

 

 

【使用テキスト】 

配布するプリント、資料 

 

【評価方法】 

終講試験（筆記試験） 

 

【コメント】 

わからないことは、どんどん質問してください。 

 

備考 

 

 

 

 

 

 



 

 

授業科目 
精神看護学 

方法論Ⅰ 
講師名 

病院看護師 

訪問看護師 

看護専任教員 

所属 

長谷川病院 

たんぽぽ訪問看護ＳＴ 

杏林大学病院 

看護専門学校 

開講時期 ２年次前期 単位数 １単位 時間数 ３０時間 必修科目 

 

【学習目的】 

こころの健康を維持増進し回復するときに、どのようなかかわりが必要なのかについての基礎的

な看護技術を学ぶ。また、地域で暮らす精神障害者への看護、およびリエゾン精神看護を学ぶ 

 

【学習内容】 

１．精神看護の基礎的な技術と方法（働きかけの技法） 

  １）観察とアセスメント             

２）治療的環境づくり 

３）コミュニケーション技法    

４）身体療法と看護 

５）精神療法・作業療法と看護   

６）外来・ディケアの看護 

７）身体合併症の看護 

８）家族支援 

 

２．リエゾン精神看護 

 

３． 精神科訪問看護 

１）地域で暮らす精神障害者の特徴  ２）精神保健医療福祉の社会資源の活用と調整 

３）地域精神保健活動の看護の役割  ４）地域精神保健看護活動の実際 

 

４．課題学習 

 

【使用テキスト】 

吉浜文洋・末安民生編『学生のための精神看護学』医学書院 2010.6 

田中美恵子編著『精神看護学－学生‐患者のストーリーで綴る実習展開』医歯薬出版株式会社 

『国民衛生の動向』 他 

配布するプリント、資料 

 

【評価方法】 

終講試験（筆記試験）、提出物、終講レポート、出席・授業態度 

備考 

 

 

 



 

授業科目 精神看護学方法論Ⅱ 講師名 
病院看護師 

看護専任教員 
所属 

長谷川病院 

杏林大学病院 

看護専門学校 

開講時期 ２年次後期 単位数 １単位 時間数 ３０時間 必修科目 

 

【学習目的】 

精神の疾病・障害がある人の諸問題を看護の視点からアプローチし、回復・自立に向けての看護や

他職種の連携を理解する。また、精神の疾病・障害がある人の事例の看護過程の展開が理解できる。 

 

【学習目標】 

１． 精神の疾病・障害がある人の生活行動上の問題や疾病・症状に対する看護が理解できる 

２． 精神の疾病・障害がある人の治療過程に応じた看護が理解できる 

３． 精神の疾病・障害がある人の事例の看護過程の展開が理解できる 

 

【学習内容】 

１． 統合失調症、統合失調症型障害、妄想性障害の患者の看護 

２． 精神作用物質使用による精神・行動の障害の患者の看護 

３． 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群の患者の看護 

４． 成人の人格・行動の障害の患者の看護 

５． 気分（感情）障害の患者の看護 

６． 神経症性障害、ストレス関連障害、身体表現性障害の患者の看護 

７． 症状性を含む器質性精神病の患者の看護 

８． 精神遅滞、心理的発達の障害、小児期及び青年期に通常発症する行動および情緒の障害の患者の

看護 

９．事例の看護過程の展開およびプロセスレコード 

 

【使用テキスト】 

 吉浜文洋・末安民生編『学生のための精神看護学』医学書院 2010.6 

田中美恵子編著『精神看護学－学生‐患者のストーリーで綴る実習展開』医歯薬出版株式会社 

 

【評価方法】 

終講試験（筆記試験）、終講レポート（看護過程）・出席・授業態度 

備考 

 



 

 

 

授業科目 

 

精神看護学実習 

 

講師名 
各病院実習指導者 

実習担当教員 

 

所属 

杏林大学病院 

長谷川病院 

看護専門学校 

開講時期 
２年次 １月 

～３年次１２月 
単位数 ２単位 時間数 ９０時間 必修科目 

【意義】 

   

実習の意義は、大きく以下の 3つである。 

一つ目は、実習をとおして、精神の疾病・障がいがある人を看護の対象としてとらえなおし、看

護者としてふさわしい価値観（障がい観）を創り、看護を実践してほしい、精神科看護に興味・関

心を持ち、その実践力を身につけてほしい。 

二つ目は、精神の疾病・障がいがある人が、精神症状がありつつ、身体の病気を治す、地域生活

のなかの健康課題に向き合うというときに、看護者としてしっかりと看護するために、精神の疾

病・障がいがある人への理解を、実習で深めてほしい。 

三つ目は、看護師の実践する「対話」の力を、実習で感じ、実践してほしい。 

 

【目標】 

精神の疾病・障がいにより日常生活に支障をきたした人に対して、精神看護学の知識と技術を用

い、人権を擁護し、こころの健康の保持・増進・回復のための看護が実践できる基礎的能力を養う。

さらに、患者‐学生関係のなかから看護者としての自己理解を深め、自己変容につなげる機会とす

る。 

 

【学習方法】 

１．事前学習 

２．臨地実習 

１）治療的・成長促進的環境について学ぶ 

２）患者の状態をアセスメントし、看護介入を立案して、その一部を実施する 

３）関わりの振り返り、プロセスレコードなどを通して自己理解を深め、受け持ち患者との患者

‐看護者関係の発展に役立てる 

４）終了レポート 

 

【評価方法】 

１．「評価規定」に基づき評価する 

２．規定時間の４／５以上の出席をもって評価の対象とする 

３．「精神看護学実習成績表」の内容を評価基準に基づいて評価する 

 

   詳細は『臨地実習要項』を参照する 

備考  

 

「精神看護学実習」の受講には、実習開始前に、以下の科目を履修していることが必要である。 

   基礎看護学実習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅱ 

 


